


■立地適正化計画で定める事項

都市全体のあり方を包括的に示した臼杵市都市計画マスタープランに対して、 本計画では都市構造をより具

体的に検討し、 都市機能や居住の誘導区域、 またそれらを誘導するための施策 ・ 目標等を定めます。

なお、 都市機能や居住の誘導は、 強制的に行うものではなく、 ⾧い年月をかけて緩やかに誘導を促すもの

です。 本市では、 既に集積している市街地の人口密度の維持、 都市計画区域外の地域生活拠点の維持や

市街地とのネットワーク強化を促進することとし、 都市再生特別措置法第 81 条第 2 項第 2 号に定める 「居

住誘導区域」 の名称を、 「市街地居住促進区域」 とします。

■立地適正化計画を定める背景

本市では、 さらなる人口減少や少子高齢化が進行すると予測されており、 臼杵市街地における都市機能の

衰退、 居住の拡散 ・ 低密度化（都市のスポンジ化）、 公共交通の利用者数の減少 ・ サービスの縮小などの

問題が深刻化していく恐れがあります。 また、 居住地の多くで災害が想定されており、 特に津波による深刻な

被害が発生する恐れがあることから、 南海トラフ巨大地震の発生などを見据えた対応が必要となっています。

これらの様々な問題の解決に向け、安心・安全で集約型の都市構造を目指す「臼杵市立地適正化計画（以

下、 本計画）」 を策定し、 人口が減少しても都市機能や居住を維持するための計画とします。

■立地適正化計画の運用 ・効果

本計画は、 誘導区域に対して届出、 各種事業等を実施し、 都市機能 ・ 居住の緩やかな誘導を図ります。

また、 都市計画区域外における地域の拠点などを含めた公共交通軸を定め、 地域公共交通計画等の上位

計画かつ交通施策の指針となります。

これらの誘導（コンパクト）と公共交通軸（ネットワーク）による都市構造を、 「コンパクト・プラス・ネットワーク」

と呼び、 本計画をもって実現化を目指します。

立地適正化計画の必要性等

１．はじめに１．はじめに

◇ 立地適正化計画で定める区域等 ◇

資料：国土交通省　「立地適正化計画　改正都市再生特別措置法等について」を一部加筆



対象区域

都市再生特別措置法第 81 条に基づき、 下図に示す 「臼杵市都市計画区域」 の全域を対象として、 立

地適正化計画を定めます。

一方で都市計画区域外においても、 野津市街地や海岸部・農村部等の集落における公共交通や地域コミュ

ニティのあり方などを検討し、 市内全域において持続可能なまちづくりを推進するため、 各地域を視野に入れた

将来都市構造 ・ 誘導施策などを定めます。

本計画の目標年次は、 臼杵市都市計画マスタープランの目標年次と整合を図り、 令和 22 年（2040 年）

とします。

※地形図は、「国土地理院 基盤地図情報」や「国土交通省 国土数値情報」のデータを組み合わせて作成

◇　対象区域（臼杵市都市計画区域） ◇

目標年次

基本事項

都市計画区域

用途地域

鉄道

臼杵 IC



■市街地居住促進区域（居住誘導区域）に関する届出が必要な行為

届出の対象は、 市街地居住促進区域外において以下の行為を行う場合であり、 原則として市⾧への届出

が義務付けられます。（都市計画区域外は届出の対象外です。）

■届出の概要

誘導区域を定めることで、 都市機能の誘導施設や住宅に関する届出制度が開始されます。 届出制度は、

施設や住宅の立地を抑制するものではなく、 市が動向把握することを主な目的としています。

■都市機能誘導区域に関する届出が必要な行為

届出の対象は、 以下の行為を行う場合であり、 原則として市⾧への届出が義務付けられます。

届出について



以下に示す大分県及び本市の上位計画、 他の関連計画等とも整合 ・ 連携しながら本計画を定めます。

本計画の位置付け

◇　本計画の位置付け ◇



２．都市の課題 ・ 方向性２．都市の課題 ・ 方向性

■ 都市機能

■ 防災

継続して市街地に居住するための基盤整備

●臼杵市街地の大部分で津波や河川洪水の浸水が想定されている一方、住み続けたいと思う市民も
一定程度いることから、引き続き住み続けることができるよう防災・減災対策が必要

防災に関する課題

避難を円滑化する道路ネットワークの形成

●主要な幹線道路周辺に土砂災害警戒区域が指定されているほか、市街地には狭あい道路が多く、
市民から様々な防災対策が求められていることから、居住地の安全性や避難路の確保が必要

地震・津波被害の抑制 洪水・土砂災害の防止

避難の確保・円滑化 災害に強い住宅地の
形成・体制の構築

方向性
（必要な取組）

高齢化に対応する医療・福祉の充実

●臼杵中心部では、医療・福祉施設は災害の危険性の高い場所にも立地していることから、安全な
施設配置の検討などが必要

都市機能に関する課題

商店街等の活性化や賑わいの創出

●臼杵市街地は、臼杵城の城下町、二王座等の観光資源を有する一方、かつての賑わいや魅力が
失われつつあり、魅力・回遊性を高め、商業・文化・歴史を中心とした活性化が必要

臼杵中心部における
賑わいの創出に向けた
都市機能の維持・誘導

都市機能の維持

方向性
（必要な取組）



■ ネットワーク

都市機能・居住との連携による公共交通維持

●公共交通の利用者の減少は、公共交通の撤退等につながるおそれがあり、都市機能・居住と連動
した公共交通の体制を構築し、維持に向けて取り組むことが必要

ネットワークに関する課題

山間部・集落部等での拠点を中心とした利便性の確保

●山間部・集落部では、急速に人口減少が進むため、現在の公共交通を維持することが困難であり、
拠点を中心とした新たな交通体系や日常生活機能の集積を検討することが必要

■ 居住

既存の市街地における都市のスポンジ化対策

●臼杵市街地では、人口の減少、空き家の増加等に対して、都市のスポンジ化対策などによる居住
環境の向上、市街地内の人口維持を図り、都市機能・公共交通を中心に高密度な居住地を形成

居住に関する課題

コンパクト・プラス・ネットワークによる持続可能な都市経営

●用途地域内、集落部等において、利便性確保に向けた拠点づくり、財政縮小に対応した効率的な
社会基盤（道路・下水道・公園等）の整備等を進め、持続可能な都市経営に努めることが必要

人口維持に向けた
定住促進・居住の確保

首都圏等からの
UIJターン促進と
働く場の創出

山間部・集落部等での拠点を中心とした利便性の確保

方向性
（必要な取組）

持続可能な
公共交通の実現

方向性
（必要な取組）

野津市街地・
地域生活拠点を
中心とした活性化



３．基本理念 ・将来都市構造３．基本理念 ・将来都市構造
本計画では、 本市の現状 ・課題や都市計画マスタープランの基本理念を踏まえ、 居心地の良さを実感で

きる都市づくりを目指すため、 「都市機能 ・ ネットワークの利便性 ・快適性」、 「市街地における安全な居住」

を同時に実現していくこととし、 基本理念を以下に定めます。

防災に関しては、 本市は市域の多くで災害の危険性を有しており、 全ての地域でハード整備を行うことが困

難です。 そのため市民ニーズに対応したハード整備を進めるとともに、 避難体制の確立などの様々なソフト対

策で補完することとします。

都市機能・公共交通の集約化と回遊、
市民ニーズを踏まえた防災対策による

快適で安全な市街地づくり

コンパクト・プラス・ネットワークに向けた基本理念

凡　　例

市街地 （臼杵 ・野津）

都市計画区域

都市機能誘導区域

都市間ネットワーク軸

地域間ネットワーク軸

地域生活拠点

広域ネットワーク軸



都市機能誘導区域 ・ 誘導施設

４．誘導区域 ・ 誘導施設４．誘導区域 ・ 誘導施設

除外する区域

農用地区域

保安林

土砂災害特別警戒区域

工業地域

都市再生整備計画（臼杵城下町地区）

都市再生整備計画（臼杵城跡周辺地区）

景観計画（景観形成重点地区）

上位・関連計画 誘導区域

都市機能誘導区域都市計画区域

用途地域

鉄道

臼杵 IC

基本事項

～ 歴史的町なみの魅力や賑わい創出に向けた観光 ・ 交流拠点の形成 ～

➢臼杵中心部では、 商業施設の維持・誘導や低未利用地の解消と活用などを推進します。

また、 歴史的なまちなみ景観を形成する八町大路や二王座歴史の道、 観光施設等の資

源を活かしながら、 賑わいの創出と回遊性の向上を図ります。

～ 公共 ・ 民間サービスの充実に向けた都市機能の充実 ・ 利便性の向上 ～

➢日常的に利用しやすく、 公共 ・民間サービスが充実した環境整備を推進するため、 行政 ・

子育て ・文化に関する既存の主要な施設の維持 ・活用を図ります。

■ 臼杵中心部



除外する区域

農用地区域

保安林

土砂災害特別警戒区域

工業地域

誘導区域

都市機能誘導区域都市計画区域

用途地域

鉄道

臼杵 IC

土地区画整理事業施行範囲

基本事項

～ 交通利便性を活かしつつ、 商業地の活性化に向けた商業拠点の形成 ～

➢若者世代の定住に向けて賑わいのある商業空間の形成を図り、公共交通の利便性が高く、

日常的に利用しやすい環境づくりを推進するため、 商業施設の維持 ・誘導を図ります。

■ 野田 ・ 市浜の国道 502 号沿道エリア



～ 安全 ・ 安心できる地域における医療 ・ 福祉、 商業機能の充実 ～

➢災害リスクの低い地域への医療 ・福祉サービスの充実を促進し、 病院の維持や入所系介

護福祉施設等の維持・誘導を図るとともに、 アクセスの利便性を活かした商業施設の維持・

誘導を図ります。

■ 江無田の国道 217 号沿道エリア

除外する区域

農用地区域

保安林

土砂災害特別警戒区域

工業地域

誘導区域

都市機能誘導区域都市計画区域

用途地域

鉄道

臼杵 IC

基本事項



～ 臼杵北部地域を支える地域コミュニティの活性化 ～

➢下北連絡事務所は地域振興協議会（地域コミュニティの団体）の活動の場としての機能を

有しており、 コミュニティの活性化を推進する必要があることから、 交流施設の維持 ・活用

を図ります。

■ JR 熊崎駅周辺エリア

除外する区域

農用地区域

保安林

土砂災害特別警戒区域

工業地域

誘導区域

都市機能誘導区域都市計画区域

用途地域

鉄道

臼杵 IC

土地区画整理事業施行範囲

基本事項



市街地居住促進区域（居住誘導区域）

市街地居住促進区域は、 人口減少していく中でも、 人口密度を維持することにより、 生活サービスやコミュ

ニティが持続的に確保されるよう居住を誘導すべき区域です。

本市では、 以下の区域をベースに、 市街地居住促進区域を検討 ・ 設定しています。

都市機能 :都市機能誘導区域から徒歩圏内

居　　住　 :インフラ基盤が整備された区域

ネットワーク:駅及びバス停のカバー圏

◇ 市街地居住促進区域および都市機能誘導区域 ◇

用途地域  :約 1,109ha

都市機能誘導区域 :約 157.3ha
　　　　　　　　　　　　　　　（対用途地域:約 14.2%）

市街地居住促進区域 :約 436.8ha
　　　　　　　　　　　　　　　（対用途地域:約 39.4%）

都市計画区域

用途地域

鉄道

臼杵 IC

基本事項

都市機能誘導区域

市街地居住促進区域

※ 市街地居住促進区域は、都市機能誘導区域も含んでいます。



■ 中央地区 （津波）

５．市街地居住促進区域内の防災施策５．市街地居住促進区域内の防災施策

※下図の市街地居住促進区域は、見えやすさを考慮して、災害等による中抜き箇所を表示していません。



■ 中央地区 （洪水 ・ 土砂災害）

※下図の市街地居住促進区域は、見えやすさを考慮して、災害等による中抜き箇所を表示していません。



■ 市浜地区 （津波）

※下図の市街地居住促進区域は、見えやすさを考慮して、災害等による中抜き箇所を表示していません。



■ 市浜地区 （洪水 ・ 土砂災害）

※下図の市街地居住促進区域は、見えやすさを考慮して、災害等による中抜き箇所を表示していません。



■ 南部地区 （津波）

※下図の市街地居住促進区域は、見えやすさを考慮して、災害等による中抜き箇所を表示していません。



■ 南部地区 （洪水 ・ 土砂災害）

※下図の市街地居住促進区域は、見えやすさを考慮して、災害等による中抜き箇所を表示していません。



■ 下北地区 （津波）

※下図の市街地居住促進区域は、見えやすさを考慮して、災害等による中抜き箇所を表示していません。



■ 下北地区 （洪水 ・ 土砂災害）

※下図の市街地居住促進区域は、見えやすさを考慮して、災害等による中抜き箇所を表示していません。



目標 ・効果の考え方

本計画の基本理念を目指し、 実現化に向けて誘導施策を実施していくうえで、 各種施策の進捗状況や効

果を確認するため４つの分野で目標 ・効果を設定します。

本計画は概ね20年後の都市の姿を展望しながら、⾧い期間をかけて施策を展開していくものです。 そのため、

5 年ごとに計画に記載している目標 ・効果等の分析 ・評価を行い、 計画の進捗状況や妥当性を精査 ・検

討していきながら、 必要に応じて見直しを行います。

６．目標 ・効果６．目標 ・効果

コンパクト・プラス・ネットワークに向けた基本理念
都市機能・公共交通の集約化と回遊、

市民ニーズを踏まえた防災対策による快適で安全な市街地づくり

方向性１ 地震・津波被害の抑制
方向性２ 洪水・土砂災害の防止
方向性３ 避難の確保・円滑化
方向性４ 災害に強い住宅地の形成・体制の構築

目標指標
① 自主防災組織の自主的な活動件数
② 防災士の数

方向性１ 臼杵中心部における都市機能の維持・
誘導

方向性２ 都市機能の維持

目標指標
① 主要観光地の満足度
② 誘導施設の立地数

方向性１ 人口維持に向けた定住促進・居住の
確保

方向性２ 首都圏等からのUIJターン促進と
働く場の創出

目標指標
① 市街地居住促進区域の人口密度

方向性１ 持続可能な公共交通の実現
方向性２ 野津市街地・地域生活拠点を中心とし

た地域活性化

目標指標
① 都市機能誘導区域を結ぶコミュニ
ティバス（市内循環線）の利用者数

② JR 臼杵駅の利用者数

効 果
臼杵市の住みやすさを実感している人の割合【向上】

③ 避難行動要支援者の個別避難計画



分野別の目標

目標の達成により得られる効果

■ 居住地の目標

■ ネットワークの目標

■ 防災の目標

■ 都市機能の目標
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